
健康増進を軸とした

ＣＳＶプロジェクトへの取組み
当社はこれまで、「本業である保険事業の健全な運営とその発展を通じて、豊かで明るい長寿社会の実現に貢献
する」という方針の基で、企業の社会的責任を果たすＣＳＲの取組みを推進してきました。

中期経営計画2019においては、こうしたＣＳＲ経営をベースとして、健康増進型保険“住友生命「Vitality」”を軸
に、社会全体への健康増進の働きかけや、健康経営の推進を行うことで、「健康寿命の延伸」という社会的課題
の解決に取り組んでいます。この取組みを「ＣＳＶ※プロジェクト」と位置づけ、「お客さま」・「社会」・「会社・職員」と
ともに、健康増進という新しい共有価値を創造することで、「日本の健康寿命の延伸」を目指していきます。

① お客さまへの「Vitality」の提供
② 社会全体への健康増進の働きかけ
③ 職員とその家族が健康になる「健康経営」の推進

※CSVとは「Creating Shared Value」の略語で、「共有の価値創造」を意味しており、本業で社会的課題に取り組み、「社会問題の解決」と
「企業価値の向上」を両立させることを指しております。

CSVプロジェクトの全体像・理念

会社・職員
b. 世の中に健康増進の重要性・価値を啓発
e. 社会に役立ち、社会から必要とされ、誇り・やりがいが醸成
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c. お客さまの健康増進
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経営基本方針
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健康増進をテーマとした社会貢献事業である「スミセイ
“Vitality Action”」では、社会課題に対して１つの組織だけ
でなく、様々な主体が、お互いの強みを活かして取り組む

「コレクティブインパクト」というＣＳＶの特徴的なアプロー
チ方法を用い、自治体や財団、研究者、アスリート等の皆さ

まからご協力を得ながら、健康増進という社会課題に取り
組んでいます。具体的には、以下のとおり健康増進に関す
る「行動促進」と「理解促進」に取り組んでおり、これらの活
動を通じて社会全体への健康増進の働きかけを行ってい
ます。（P80参照）

②社会全体への健康増進の働きかけ

一人ひとりの職員が個々の能力をいきいきと最大限に
発揮するためには、何より職員やそのご家族が心と体の健
康を大切にし、健康な生活を送ることが非常に重要である
と考えています。当社では、日本の健康寿命の延伸を目指
して健康増進への取組みを進めており、その出発点は、や

はり職員一人ひとりの健康に対する「意識」と「行動」です。
このような認識のもと、「住友生命グループ健康経営宣言」
を策定し、経営的視点から職員およびその家族の健康維
持・増進活動に取り組むことを全力でサポートしています。

（P78参照）

③職員とその家族が健康になる「健康経営」の推進

コンセプト「たいせつな人とカラダ動かそう！」自治体

アスリート
●トップアスリートによる親子スポーツイベント ●RUNイベント

健康増進に関する「行動促進」を図る
全国１１０箇所でのスポーツイベント

●講演会の開催 ●啓発冊子の配布、ＨＰでの情報提供
健康増進に関する「理解促進」を図る健康増進分野の研究者

住友生命健康財団
スミセイライフフォーラム

スミセイコミュニティスポーツ

住友生命福祉文化財団
スミセイ ウエルネス セミナー

スミセイ“Vitality Action”全体像

CSVプロジェクトの軸となる、健康増進型保険“住友生命
「Vitality」”の提供を通じて、継続的な健康増進活動への取

組みを促すことによる健康状態の向上を実現し、日本の健
康寿命の延伸に寄与することを目指していきます。

Vitalityは、健康を改善するツールや関連知識、それを促すイ
ンセンティブ等を提供することで、保険加入者がより健康になる
ことをサポートするプログラムです。具体的には、加入者の年間を
通じた健康増進活動への取組みをポイント化し、累計ポイントに

よって年間のステータスを判定します。そのステータスが高いほ
ど、保険料割引やパートナー企業が提供する魅力的なサービス
が得られることで、健康増進に取り組むモチベーションを高めて
いく仕組みとなっています。（P16参照）

Vitalityの仕組み

①お客さまへの「Vitality」の提供

職員による座談会

お客さまの「健康増進への取組みをサポートする」とい
うのがVitalityの一番の趣旨です。そのために、保険料
変動や特典（リワード）といった仕組みがあるのですが、
そこばかりにフォーカスしてしまうと、根本の理念が薄
れ、健康増進を促すことが意識されないようになってし

まうかと思います。Vitalityは海外では、「shared value 
insurance（共有価値保険）」と言われており、まさに
CSVを実現する保険です。Vitalityを通じて、健康増進
という理念を伝えていくことでCSVの実現を目指してい
きます。

● お客さまへの「Vitality」の提供

Vitalityの普及はもちろんですが、「スミセイ“Vitality 
Action”」を通じて、社会全体へ働きかけを行っていくこ
とも大切です。参加者からは、「体を動かす良いきっかけ
になった」という感想もいただいており、保険商品を通じ

た健康増進への取組みとともに、社会貢献活動に積極
的に取り組むことで、健康増進の重要性をお伝えしてい
きたいと思います。

● 社会全体への健康増進の働きかけ

● 職員とその家族が健康になる「健康経営」の推進
健康増進の重要性を、お客さまや社会にお伝えしてい
くためには、私たちが自ら健康増進に取り組み、体験
することが重要です。日々の生活の中で、健康を意識
し、実際に行動していくことで、お客さまや社会ととも

に健康増進に取り組んで
いきます。

健康増進への取組みを推進するため、CSVプロジェクトに関する理解を深めるべく、各業務の担当職員による座談会を実施しました。
その中で共有された“CSVプロジェクトに取り組む想い”について、以下のとおりご紹介します。

の３つの行動を通じて日本の健康寿命の延伸を目指します。
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